




















































離も最大 10 km 程度であるために，規模に応じて搭載可能な市販の無線通信機器を使用しつつ，
最終的な無線通信装置を段階的に準備することが現実的である． 
飛行実証のための距離を勘案して，500 m 程度，10 km，100 km の 3 段階の無線伝送距離に区
分して，前 2 つの伝送距離の場合には市販の無線通信を，100 km の伝送距離においては特注品
を製作することとした．500 m 程度の無線伝送距離については，XBee Pro S1 を，10 km 程度ま










験試験局として，平成 32 年 6 月
30 日までに使用可能な周波数であ
る 426.9 MHｚ～427.5 MHｚ（等
価等方輻射電力 10 W，陸上使用
に限る）を選定した． 








dBm，送信電力は最小で 0.5 W と
設定した．この条件距離において
回線設計を行った結果伝送距離
100 km であっても，受信機入力電力-91.16 dBm に対して，27 dB ものマージンを有し，既存アン
テナ・既存製品で十分コマンド回線が構成できることが分かった． 
２－２．開発無線通信装置 





項目  コマンド系 
無線局種別 特定実験試験局 
送信周波数 f (MHz) 427 
波長 λ(m) 0.702 
送信電力 Pout (mW) 500 
送信電力 Pout (dBm) 27.0 
Feeder Loss (dB) 1.0 
送信空中線利得 Gt（dBi） 5.8 
受信空中線利得 Gｒ（dBi） 2.1 
伝送距離 d（km） 100.0 
自由空間伝搬損失 L（dB） 125.05 








ため，TH-72 の送信機能により ACK を送信し，地上では，TH-72A の受信機能を用いて受信する
















中心周波数 427.0 MHz 
変調方式 FM 
送信電力 5 W 
電波型式 F2D 
占有周波数帯域幅 16kHz 
重量 370 g 
寸法 58x140x40 mm 
 
表３ コマンド受信装置主要諸元（TH-72） 
受信周波数帯 415～470 MHz 
ACK 送信周波数 430～440 MHz 
ACK 送信電力 5 W 
電波形式 F2D 
占有周波数帯域幅 16 kHz 
重量 370 g 
寸法 58x140x40 mm 
 
 
(a) TH-72DA 付属アンテナ (利得：-2 dBi) 
  





















 モノポールアンテナ ベンド型モノポールアンテナ 
直径 1.5 mm 
全長 170 mm 165 mm 









 ZX ZY XY 
モノポールアンテナ 3.7 dBi 0.7 dBi 3.9 dBi 
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